
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者のみなさん。（右から）チャイルド・ファンド・ジ

ャパンの福嶋美佐子・副理事長と髙橋潤理事長、サンタ

ナ学園の中田ケンコ校長、やどかりプラスの鶴田啓洋・

副理事長と河原晶子・副理事長 

 
 個人として受賞した「サンタナ学園」（滋賀県愛荘町）校長の中田ケンコさん（６８）はブラジル出身の

日系２世。１９９８年、ブラジル人の子供たちのために設立した同学園には現在、保育園児から高校生まで

幅広い年代が通っており、「学校は夢をつくる場所。子供たちのために頑張る」と受賞を喜びました。 

 「特定非営利活動法人やどかりプラス」（鹿児島市、芝田淳理事長）は、高齢の単身者らを対象に、連帯

保証提供事業などによって誰もが安心して生活できるための支援活動をしています。出席した河原晶子副

理事長は「『保証』を提供し、また人と人とのつながりを提供することで、地域のよいネットワークを創っ

ていきたい」と今後の活動に決意を語りました。 
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第 55回 毎日社会福祉顕彰 
福祉の向上に尽くした個人、団体を表彰する第５

５回毎日社会福祉顕彰（毎日新聞東京・大阪・西部社

会事業団主催、厚生労働省、全国社会福祉協議会後

援）の贈呈式が１０月３１日、東京都千代田区であ

り、受賞した１個人と２団体に顕彰額と賞金各１０

０万円が贈られました。 
 

「特定非営利活動法人チャイルド・ファンド・ジャ

パン」（東京都杉並区）は、フィリピン、ネパール、

スリランカなどで子供たちの教育や生活の向上につ

ながる支援をしています。髙橋潤理事長は「子供たち

一人一人の笑顔が私たちの活動の源だ」などと述べ、

支援活動の継続を誓いました。 

「毎日社会福祉顕彰」とは？ 

毎日新聞東京・大阪・西部社会事業団の主催で、毎年秋に社会福祉に優れた業績のあった個人や団体を表彰しています。 

表彰の対象は、社会福祉について学術研究的な成果や、技術的に顕著な効果をあげた▽福祉実務や施設の設備改善などに独

創的な成果をあげた▽長年、国際福祉、地域福祉の奉仕活動を続けてきた▽社会福祉施設などに３０年以勤続し、その使命に

献身した▽新しい分野を開き、時代のニーズに応える福祉活動をしている ――など。 

自薦はできません。第三者の客観的な視点で優れた個人・団体を推薦していただいています。外部の有識者や研究者を含む

審査委員会で受賞者を選んでいます。例年、９月に毎日新聞紙上で受賞者を発表し、１０月に贈呈式を開き顕彰額と各１００

万円（３件）を贈っています。毎年、３月上旬の毎日新聞紙上に募集社告が掲載されます。 

「能登地震救援金」を石川県へ贈呈 

２０２４年１月に発生した能登半島地震で、皆様から東京・大阪・西部３社会事業団に寄せられた災害

救援金のうち、８月までに集まった６８０万円を被災地の石川県と日本赤十字社に贈呈しました。このう

ち、西部社会事業団からは２００万円を石川県へ贈呈しました。今回が５回目で合計金額は１億４０９７

万１０５円となりました。ご協力いただきました皆様に心よりお礼を申し上げます。救援金は引き続き募

集しています。引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学生と家族、物価高で苦境 

●あしなが育英会調査   

アンケートは高校生向けの奨学金を受ける３４８７世帯の保護者を対象に８～９月にオンラインと郵送で

行い、オンラインで回答した１４４７世帯の分析を速報値とした。   

それによると、過去１年間にお金が足りなくて必要な食料を買えないことがあったかを尋ねた質問では、

「よくあった」（１２・４％）▽「ときどきあった」（２０・６％）▽「まれにあった」（２１・５％）――と

の回答が計５４・５％となった。過去１年間に経済的理由で公共料金や家賃、税金などを滞納した経験があっ

た世帯も３３・８％に上った。   

自由回答欄には切実な声が並ぶ。「食事は１日１回、袋ラーメンを食べるのみです。私も娘も薄い長袖１着

しかなく、下着はカビだらけ。普通の生活がしたいです」（埼玉県、４０代母親）。「この物価高、これからく

る冬の灯油代（月３万～４万円）を考えると乗り切れるのかとても不安です」（青森県、５０代母親）。調査担

当者は「（遺児家庭にとって）物価高は今日を生きるうえでの喫緊の課題。格差を是正するスピーディーな経

済対策が必要です」と語る。   

一方で、あしなが育英会の高校生向け奨学金の申請は急増し、希望者への給付が追いついていないのが現

状だ。返済不要の給付への切り替えに、物価高が拍車をかけ、２０２３年度に２６３０人だった申請者が２４

年度は過去最多の３４８７人に。資金が追いつかず採用率は過去最低の４４・１％にとどまった。   

２５年度も、過去２番目に多い３２１７人が申請した。街頭募金などで支援が集まったこともあり採用率

は５８・４％まで上向いたが、それでも４割にあたる１３３９人は採用できなかった。同会は一人でも多くの

遺児に奨学金が支給されるよう支援を呼びかけている。詳細はホームページで確認できる。 

１３９件、計３８８万円 

困難な状況で生きる子どもたちを支援する２０２５年度の「母の日・父の日募金キャンペーン」は締め切

りの８月３１日までに全国から１３９件、計３８８万６２１０円が寄せられた。   

５月３日の本紙くらしナビ面では、７歳の時に父を失い、「あしなが育英会」の奨学金を受けながら大学に

通う男性を紹介した。   

記事を読み、初めて募金に応じたという埼玉県の女性（８１）は「私の学校時代は貧しさから教科書が買

えず、母が近所を回り譲り受けたものを姉妹で順番に使いました。でも、改定で内容が変わっていることを

先生にも親にも言えませんでした」と自身の境遇を振り返りつつ、「勉学に励みたいという奨学生の気持ちは

すてきなことです」と話した。   

「結婚するまで４年ほど教職に就いていました。辞めてからも、何か子どもたちのために役立つことをし

たいとずっと思っていました」。そう語るのは、数年前から募金に協力しているという秋田市の元高校教諭の

女性（７６）だ。女性は「若い方たちが生き生きと日々を暮らせるような世の中になってほしいですね」と

願っている。 

毎日新聞は、あしなが育英会に半額を、残りを次の団体に届けました。   

日向ぼっこ▽フェアスタートサポート▽子どもセンターぬっく▽チャイルド・リソース・センター▽青少年

の自立を支える福岡の会▽アフターケア相談所「ゆずりは」▽ＣＶＶ（Ｃｈｉｌｄｒｅｎ′ｓ Ｖｉｅｗｓ＆

Ｖｏｉｃｅｓ）。   

キャンペーンへのご協力に感謝します。ありがとうございました。   

毎日新聞社、毎日新聞東京・大阪・西部社会事業団 

◇ 

病気や災害などで親を亡くした遺児や、親に障害がある子どもを支援する「あしなが

育英会」（東京都千代田区）が、奨学金を受ける高校生の保護者にアンケートを実施し

たところ、速報値で約半数が「過去１年にお金が足りず必要な食料を買えないことがあ

った」と回答した。もともと経済的に苦しい遺児たちが、物価高でさらに生活が厳しく

なっている実態が浮かんだ。                〔2025.11.7毎日新聞〕 


